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rウチナ-ンチュ｣の地境的な移動の経験差と沖托社会への対応
-T4回 r世界のr)チナーンチュ大会Jf加書の出生地および居住地の分析から-
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】はじめに

U鮫用するデ-タの作成と出生地･居住地の把握率

ullq別にみた出JF_也.居住地の特牡と移動の経絡

1)出生国および居住地の特徴

2)出生同と居住国との関係からみた移動

rV州･県別にみた出生地.居住地の特億と移動の抜絡

l)ttI生州･淋および居住州･鼎の特徴

2)ハワイ.カリフォルニア.サン′,'ウロに屈性するr沖縄系｣の人びとの特徴

3)rfF'純系｣の人びとの移動の経路

V l沖純系｣の人びとの空間的な移動の炉型と沖縄杜会

Ⅵ おわりに

辛-ワー ド 沖 犯 人の移軌,也/L地,居住地.縦帆 地理

Ⅰ.はじめに

現代社会において.就学や乱札 結締などによる比会的な移動の多くは空rZf)的な移動を

什うことが多く,それは国境の内にとどまるt,のではない 国境を越えた空間的な移軌は,

人びとが rliI身他｣に研よることなく.生きていくための空rHlを拡大させていく過程であ

り.それは同時に r出身地｣に限定されない r地域｣の記憶や杜牧が胆人に追加されてい

く過程としてt,捉えられよう.こうした複数の他掛 こついての記憶や経験を持つ後傾 女た

ちを柵成Llとする r祉会｣は,どのように披他 女たちを既存の r社会｣のなかに位荘づけ

ていくのだろうか 圭た一方で多様な地域のE値や経敦を持つ牧場 女たちは.生活を営ん

でいる絶域の r社会Jとどのような閑珠をとりbtんでいるのであろうかウ

p-外各地の '沖縄社会｣について.これまで沖縄島でのIt活捉敦をt,つ移民 .移住･H･に

対して多くの関心が注がれてきた それは沖縄瓜とは異なるLJ所でいかなるかたちで r沖



縄Ti:会Jが形成されていくのかといったことを.歴史的な過f21'奴野に入れながら描いて

きた とはいえ.沖縄島からの人の瓜田的な移動が活発化しておよそ 100年という相 川的

な経過は.沖縄島以外の城所で生まれ沖縄島での生活経敦を持たない人びとを柾A-に珊加

させていく

こうした文ポのなか.世界各地の r沖縄比会Jと沖縄島の沖托tt:会との間にある文化的 ･

社会的.あるいは逢所的/}舶係性は.時間の逢過とともに変容を退けていくtJのなのであ

ろうか また世界各地に居住する r沖縄系｣の人びと,すILわち自らのルーツに r沖縄｣

の作在を点bする r沖縄系Jの人びとは.1世や2世がつくりあげてきた r沖縄社会Jとそ

れが存在する秘所に今後とtl定住し鰍 ナるのだろうか それとも▲一次的な rA(倣=ディ

アスボ ラ)によって生まれた海外の沖縄社会から#九,さらに [移動｣を虫ねていくのだ

ろうか

こうした r新たなディアスボ ラJという状況を捉えていくためには,世界各地の沖純祉

会を.それが所在する r地域Jやその社会のf#成員の r世代Jといった帯地枠だけでなく,

移民社会の紳成L3がもつ空間的な移動の経験-経路といった僻面からt'捉えていく必要が

あろう Jh輔 では,こうした間潜意牡のもと.2006年 10月に沖縄鵜でrN催された ｢柄4

L･i7 世相のウチナーンチュ大全｣アンケー ト調査で得られた7I---夕にiE-づきながら.参加

5の空間的IL移動連綿の特徴について検対し.[沖縄系｣の人びとの現時点での r# 軌 の

状況について把握することを目的としている

具体的には.当該7ンケ- ト訴丑で把握できたLd答者の出生地と屈性地との関係をとら

え.そこから空間的な移動のタイプ (原型)を経牧的に兄いだす そして,当iA-大会春hl]

舶 ;.どの tうILタイプの移動を捉ま したのか.さらに.JF大会への参加が多かった地域

の人びとが,どのような移動を経鼓 した人びとによって構成されているのかについてPJlら

かにする もちろん,JF揃で考察できる屯田は rl吐外のウチナーンチュ大会｣参加Rに限

られる.また,移動の迷路についてb出生地と現在の居住地の 2地点間を把掘するにとど

まる そのたれ 例えば石川 (1986)や辻本 (1998)が示しているように沖縄戦後にf偶

島からボリビアに移住 し.そこからブラジルやアルゼンチン.さらにEl本などへと移動を

繰り返していった人びとの移動経路を把握できるわけではない

とはいうものの. 卜分な統計が碑傭することが固様な状況において,これよでLdよりt,

小さな地域 レベルとい う創 りスケールで.かつエスニシティといった観点から多牧の回に

よたがった人の移動の全体像を且的に捉えることは困難であった こうした呪肘 こおいて,

JF7ンケー ト■盛より杓られたデータは. 沖縄系Jと自己認aする人びとL-限定されてい

るt,のの.世界欺カ国にまたがった人びとの移軌の経路や居住分析の状R.粁杵各地にお

ける 沖縄系Jの人びとの沖縄社会に対する態度の地域的な朴iaを他脚 円で比較すること

ができるものであり,その腎fll的な肺胞は′トさくない.

以 ドでは.ます11においてアンケ~ ト調iEで料られた本欄C班川ナるデータの特徴につ



いて述べる 次いでIDでは.国別に出生地および居住地の関係について柑 こ T沖純系｣と

自己認識する大会歩加者にZt目しながら,その特徴を記述する さらにNでは.州 ･県と

いった同という空rHl規模よりもさらに小規模な空r"Iスケールから.Hl生地と底は地のl即系

について考恭する Vでは.これらの号蕪よりL4つの移動のタイプを捉数的に兄いだし.

その特徴について述べる.加えて,大会事加者の多かったアメリカ合衆国のハワイ州.カ

リフォルニア州.ブラジルのサンパウロ州について.大会参加廿の沖縄収入金に村する態

度について移動のタイプとの関係から検討する 胞後に r粒界のウチナーンチュJが形J戎

する社会的な関係は.沖縄島の沖縄tt会と世升各地の沖縄社全との限定的なru係だけで/i

く,五Jii的で複雑な移動の鐘路と沖縄社全の妊かれた地理的な位狂についても粗野に入れ

て捉えるべきであることを桁挿したい.

Ⅰ.使用するデー タの作成 と出生地 ･居住地の把漣串

rn 4回 世外のウチナー/チュ,A:全｣歩加者に対して行ったアンケー ト調庇には.rrll

答Bの出生地と現在の居lji他とを.国名および州 ･県名という2つの空r:Jlスケ-ルで把捉

する質問を改定していた (段間3.段間4).木綿では.この設問に対する回答廿のJI血51

への記入内掛 こ基づいて上記の鉄也にアブ｡-チする

その軌 紫計にあたっては記入内容から類推するかたちで出't地や15:･任地のデータをFr

たに追加したり.地名の&妃を統一 (TF_脱化) したりした というのも.回収 した乱 宅禁

によっては州名や県名 もしくは杯rfT名などしか記入 していない回答や.地名のREが回答

者によって災なる回答もあったためである

11･体的には.現lfの居住州 ･淋のみの記入で店任国についてのそれがない糊 付.例えば

居は他について r-ワイ)としか記入されていない場合.居住国を r合衆剛 と析推し所

たにデータを追加 した_また,現在の居住国についてアメリカ合兼国と炉推できるもので

t',rUS｣.rUSA｣.｢Amenca｣.rUS-HawaH｣というようにJE記に rゆれ｣がlFh:す

るため地名のR記を統一 した なお.国名については45計上の析維さを避けるとといこ摂

関的な移軌を把握するという本絹のEl的を考鹿し.現在の餌域に鵜づいて‰計したI

こうしたT脈を払て作成 した出生地とh;任地のデータについて.回収a虎魚のうち山'l

地と現在の剛 上地について把握できた回答E･の'割合 (把捉 串)を稚認しておこう ます

国I削立でみてみると出生何 987%.居住国 986%であり,有効LF.僻 のほほ全てについて肥

1)7ンケ-トJri5,JElエ4カti]捕 (日.nh.美帆 スペイン話.ttJレトガルt点)で111.生した正人m祇4･1

つl'綴じたt'U)を 和としてIt.I,生しIL6.300部印刷しi･(一拍外からの歩加占 対々象にFJt'500恥促Jl'し,
あわせて761飾回収Lf: h!h林政を分母とする堵合.rr雌 等111116･..人文事加岬恥古墳 (4<J37人)

を分rlとするJJ合,161･tと/Fる /LL.ア/ケート加血やtufの方止.JLr;-ついTitしくはね吐12008)
一･ジI･1



握できた また.本アンケー ト回答者自身の r沖縄系｣にkTするは■を問 うた設問22Iにお

いて.選択肢 】および選択肢2を選び,自身を r沖縄系｣であるとEl己捜Aする回答者に

ついてみてみても,その把握坤は州生国 997%.居住国 993%であり.纏めて希い割合を

,示す これに対 して,州 ･県といった回よりb小さ/L空糊スケールについて出生地および

屈任地の把握率をみてみると,いずれも90%前後の比中を示す (R 1).

このように.出生地と居住地の2地点間に限られているとはいえ.本データは回答盾の

ライフヒス トリーの出発点と.現在における生活の拠点という2つの地点について.その

関操を州 ･県といった地域スケ-ルから国境も含みこんでJt的に把握することができるも

のである.国境を轄えた人の移動を国単位でしか把握できない貨計が多いなか,それより

t'小さな空r'lスケールで人の移動連絡をJt的に把握することのできる本データの持つ倉茂

は小さくない

表1出生地および居住地についての杷漣状況

回書書全件 r沖A荒J

Froptncy Pe化entJJe FrdqU帥Cy P〇一C4ntJfe

出生EE) 777 107Ii SB8 99)～

居tiEP 776 986ヽ 586 993ヽ
出生州･■ 7tO 902ヽ 510 915%
居住州･れ 705 eOCヽ 532 902ヽ
事効■比赦 787 1(泊0ヽ 590 1叩0ヽ

Ⅲ 国別[=みた出生地 .居住地の特書 と移Jbの経路

1)出生EE)および居住地の特at

｢萌4回胎外のウチナーンチュ･k:会Jは.アメリカ合衆何ですまれ曳托t,アメリカ合衆

軌 こ居tLする人びとがRrも多く参加する大会であった ~れは.r沖純系Jと諾汲する人び

とでb,また r沖純系｣以外の参加者でも同様であっf･

ますアンケ- ト回答者の出生国についてみてみると･合衆何を山生地とするものが回答

甘全体の 497%を占め.次いで日本 (225%).プラシル (82%).ペルー (6_8%).カナダ

(54%)と披く r沖縄系｣に限ってみても合衆国が500%を占D･次いでFJtL(21ー9%),

2)J網 は･rあ/Lたは沖3t系fl民何世ですか｡当てはまるt,Q,ひとつをitんでOケつけてください Jと

完 宝器 JT :T .竿霊 と'.慧 T T芝'bB.手紙 暮きくたきいり 2順 化" 'から小 ､ (3,



ブラジル (9Ll%).ペルー (80%).カナダ (53%) と放 く なお,r北マ 1)アナ連邦Jは

かつてEl本の割 壬統治餅であったサイ′(ンやテニアンなどが?兵当する いずれに して t,.

回答者全体および r沖縄系｣の前古ともに合衆国を什維 地 とするbのが全体の 5rkl弱を占

めている (衣 2)

アンケー ト回答者の現在の居住国をみてみて も,合衆国の占める割合が同答省全体およ

び r沖縄系j ともに耗く.6rPJ強を占めている (JR3) 見体的には 回答甘全体で合衆国

を現在の居住国 とするものが 610%を占め.次いでブラジル (99%).カナダ (68%). F]

本 (57%).ペルー こ53%)と純く 何様に r沖縄系j と自己認識する回答 削 こついて t,令

衆国の占める'Dl合が 628%と他 もホく,次いでブラジル (118%).カナy (70%).ペルー

(61%J. 日本 (48%) と鋭 く3'.

*2出生EZLBJJにみた大金アンケート回書書 兼3 居住EEIBllこみた大会7ンケ-ト回書者

回書書全件 r沖■系｣

LLれ ハーヒ汁 LLtL '̂｣!'̂

画書暮全件 r沖■系J

JLk ハ一一七* El+ ハ ーセント

含*El 311 197 2日 540 台AEL
8本 175 22.5 t29 21I ブ ラジル

三…㌣ 芸 ;; ≡;:;芸㌘
カナダ 12 51 3113 ペルー
Tルセンチン 1021 15 乙6 アルゼンチン
フィリピン I I! ▲ ■7 7√ノビン
メキシコ 7 01 5AlIキューJ(
キュ~バ 8 01 5 49 メキシコ
イギリス 2 03 - - ドイツ

491 140 36862JB77I968 1I,153日 l1 7JDll 57 28 4A
l1 53 3661
2t 2.7 I72JB
121.5 10 17

1 0J 5 0.I
60JL A O7
5 0B 2 03

ドイツ 2 03 - - イギリス 3 0一 l 0-2

ボリビア 2 t)3 2 A3 ポリけ 3 0.一3 05

インド 1 01 - - オーストラリア 1 01 - 一

利 シャ 1 01 一 一 オランダ 1 01 1 0.2

チll I O1 1 - ザンビア 1 01 1 -

ニカラグア l Ol I l スウェーデン 1 0l I 02

ノルウェー l O一 一 一 タイ 1 0l 一 一
ベルギー l D.I - 1 二ュ- シーーラノド 1 01 - -

ミクE7本シ71托 1 01 - - J<ルキー 1 01 - -

:: :;: : : :: ,i .ぷ _ 二些コ 壷

3)本 アノケートでは海外からの入会事加Jfを主1Jll魚苗としたため.Il㈹ .r]心にAi;EL†~るt,のq)対合は
低く/LYJ



このよう｢.出生国および官任国のいずれについても合衆lqの占める割合が高い ただ

し.肌生国に占める合衆国の割合と居住国のそれとを比較してみると,後廿の方が lI3ポ

イン トも長い也i･示す また r沖縄系Jについてみてみてt'.命東田を剛 丁円とする方が.

山1日gとするJJよりも 128ポイン トもalL､一.ここから,出生由と居住rJaとが 改せず国

昭キ越えた移軌経軟を持つ回答者が少ILからずいること.他Et]で出1:.したt.のの移軌先と

して合熊田が化tづけられることなどが浮かび上がる これを骨柄するなF,は.居住地が

電化しない入会事加Hがいる一方で,国境を増えた移動耗鼓をt'つ参加者t'-定苛れ､るこ

とがわかる

2)出生EEIと居住EJとのM鎌からみたfih

実際に出生国と居住国とが一袋しない回答者の比草をみてみると,回答省全体では265%.

1沖托系,でも 258%を占める i,ちろん.本ア/ケ- トでは出生地と現在の居住地につ

いてしかa虎男 -の記入を求めておらず.回答者がその間に掻鼓 した移l別こついては把捉

できない そのたれ 出生回と居住国とが 一致しているからといって.出生地からの移動

連戦が餌兼であるとは言えない とはいえ,JFアンケー ト加点から回答Rの少なくとt,Pg

分の-は凶境を越えた移動の経験を持っていることがわかる では披/彼女iBは,どの同か

らどのL1-の移動経牧をもつのであろうか

臨 1は出生回および居住国の双方を把握できた r沖縄系｣と自己諾放する回答8 585人

について.その関係をまとめたものである 合衆Ldに生まれ現在も合衆国に刑 事している

岡谷k は.命衆国に居ljIする回答者の 769%%を占めている このように州'L他と店は他

とが同じ岨答Ji-は.ブラジル (739%).カナダ (732%)などでも多い ただし回糾立で

みた脇介.日本を山生国とし.それ以外を現在の居住回とするものが 129人おり.なかで

も合衆国を居住国とするものが71人と魚b多く.次いで7'ラジル 18人 カナダ 11人と縦

く

日本を出生回とするものについてLV･代別にみてみると.やはり rrl,純系 ltq:JとrErT答 し

たものが 129人中 )02人 (79_0%)と魚も多い しかしながら.ElJtJB･山J暮同としながら

r2世｣bしくは r3Ltrj と回答したものもあわせて2Ll人(-Tlrtし.その多くが合衆国に居

住する 披/彼女達は.日本から合衆国にわたった親がJl.仁l,相同した折に日Aで出生した

のであろうか 国境を越えた移動の強襲をもつbのが.ト ー廿' のみに隣定されないことが

わかる8

4)二tlに対して.8本でu宮仕EElの占めるfl合が172ポイ/トも低下する

5)町r54･把握することのできた日本を出生回としてEIJFl以外のt)に店はするt沖at和 の人びと127人lこ
ついてみてみると.そのうち60抜以上が73人.40枚以上では123人と大半を占1)ている 男女のtt卓
でみてみると合兼削 り3 57であり.E7本から合*Egへ秒hした托鞍Ji･もつQ)はk椎が多い Eg貯結婚
判こ上るけ軌こ上るt'のであろうか -方で.E)Ai･山lJtとしブ'///Li･現n:q)tgB:也とTrJI,ので(1
ll 7 カナyでは8 3と男性の占める71合がXい



居住国

馴 沖脈 の 頓 咽 脚のウチ- ンチュ大会J割 帽 の出生国と居住配 の関係
L川T･l川･yJJ)･ン= ノ- ､J･- ヤ … ,I L_ i /J

ところで･=のように- 位でみた叫 は T沖楓 の人びとの送り川し地6,.こなってい

る 紙 その- - て少- ものの8- 外の国で出 した 絹 糸 の人びとのな

かで現在円- 居ttLている人びともネ畑 にS加 していた 榊 的には,合衆臥 プラ

･}/L･ペルー･カナダ･アルゼンチン･その他 (メキンコ)のいずれかで出生 Ln木に繕

住する回答&-が22人いた71 またペルーbLくはその他の- フィリピン.北マ リ" 連

榊 のいずれかで出t L合細 に陪住するものも8人いた･他の- ついて今回のアンケ

6)Ⅳ叫ノ叶よ-れという-で叫 tf加 ▲- 生JBtする 柵 - Jの人びと (129人)の915ヽ(L18人)-pLれをLtll地としている

7)帖 二ついて- こみてみると･沖棚 に捌け るt)のが18̂ t机 多く･- で棚 … (4人).
約m3人)･T棚(2人)と稚く･その竹- 沖脈2位bしくは3世と泣暮する201tから30代の女性という./tである.



- トN盛では.こうした出生国と居住他国との結びつきは治められなかった

以上のように,回をlliL立としてみると.圧倒的に出生国と居LE国とが同 -の大会参加者

が多かった しかしながら,Hl生国と居住国とが兇なっており必然的に国境を越えた移動

を鐘♯ している人びともある程度存在することを托ZBできた t'ちろん.その多くは日本

をLll生L1gとする事加者ではあつたが,日本や合衆国以外で出生した r沖縄系2LO- や r3

軌 の人びとで現任_,日本や合衆国に居住する人びとも大全にさ加していた これに対し

て.地確約に近く言語的に共通性のある南米の国々のTmでの移動は本アンケー ト調査の回

答者からfL その存在を把握できなかった.

では,四という空間的単位を群れて.州もしくは県といっfより小さな空間スケールか

らttIJt-地と尽任地との関係をみた場合は.大会歩加首なかでも (沖縄和 の人びとの移動

には.どのような特赦があるのだろうか 次に検討していく.

Ⅳ.州 ･れ別にみた出生地 ･居住地の特赦 と移動の経路

1)出生州 .■および居住州 ･九の特書

州 爪といった空間スケールでみた叫合.ア/ケー トに卜･]落した大会参加名のうらアメ

リか缶衆田-ワイ州を山生地らしくは昏LE他とする人びとが多く.凹芥&全体に占めるハ

ワイの占める掛合は r沖縄系｣の人びとに限定してみるとより応くなら.本大会の性格を

知るとで.-ワイからの参加者の持つ影響力を無祝しえILいことが食える

火体的には.ハワイ州を出生地とするものが回答H'全体の 40Ll%を■LTめ位も高い比率を

示す 次いで沖縄汎 (2】8%).ブラジルのサンパウロ川(77%).介衆同のカリフJル二ア

州(52%).J<ルーのリマ淋 (45%).カナダのアル/く一夕州 (39%)と拭く r沖純系｣の

人びとにJuってみても.出生地ではハワイ州が L163%と他b荊し､It.串を.I-;し.これは大会

参加4-･t体でみた城合よりも 59ポイントt'糾 ､ 次いで沖純9,i(219%),サン′くウロ川

(89%).リマ淋 (52%).アルバータ州 (41%),カリー/･tルニア州 (37%)と続く8 (R

･日

この悌向はアンケー ト回答者の現在の居住地からみた屯合でも同様である 大会参加省

全体をみた坤合.ハワイを現在の居住地とするものの比 手三か故もふく.全件の 393%を占

める 次いでカリフォルニア州 (130%)･サンパウロ州 (8･1%),アル′く一夕州 (5】%).

沖縄P･日 35%),リマ県 (30%)と校く 沖縄刺 に限ってみてt,現在の長引t地をハワイ

州と･1るものが r沖縄系Jの回答古全体の 427%を占める･次いで.カ リフJ′レ二ア州

8)叫川 北 汁のクチナー/チュ大会J-の草加都~ついてt入会恥 ~もかLた人fn 托局の首flにJ=ち
と･ハワイ州=払点を■くR入会からあわせて)Ilo)人の事加 ･S･'Jtt･争し 7メ･)か介tri洲 では次
いでがノ71′レニア仙 こ所在する3つの■入会(北が)71′レ T沖■■入会･サノrイエゴ沖jIれ入会,
サグ7ノント朗t■入会)からの事加 'L多く･あわせー204 も叫 加していrJ -I/ケ一日Il丘の托幣
J5.-うLf･事h]石の人故を反映してLるといえよう



()26%).サンバウtj州 (107%).アルバータ州 (53%).リマ娘 (36%).rtf'縄鼎 (24%)

と挽く (滋5)

このように,アンケ- ト回答者の うち r沖縄系Jの人びとについてみてみ ると.本大会

は沖耗県で出'1ーした人びととい う上りb.沖縄娘以外の地域で出生 した人びとが多 く参加

するt)のであった.また.ハ ワイ州を出生地 もしくは現在の居住地 とする大全さ加廿の11

作は,r第4回 陛井の ウチナーンチュ大会｣の居並を考える Lで小 さくない91とはいえ.

規模は小 さいt,のの.カ リフォルニア州やサンパ ウロ州からb一定他校の参加 Elがあるこ

とが判明 した

丑4 出生地JtDH=みた大食7ンケート国書書 85 居住地J*別にみた大金アンケート回書書
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9)加えて
.
9Lh:アノリカ合*田に6-位する回苔甘(386人)のうら.ハ
ワイ州に蛤任する人びとの(287
人)の占める比手'11744ヽでk,I).r
沖it利に限ってみるとこの比事1は106ポイントb書く850ヽとい
うtを,7-.千



2)ハワイ.カリフオル二T,サンパウロに居住する r沖N系｣の人びとの特書

では r沖縄系Jの人びとについて現在の居住胤 つまり事加地城の違いによって移動の

経路に柵連はみられるだろうか こうした点を検討するに先だって.まず大きな存在感を

示すハワイ州からの歩加古は他の地域の事加&.と比較 してどのような特徴を持っているの

かi･カリフ*ルニア州やサン′(ウロ州との比較を通じて蝕捜しておく_

ます岡谷kの世代選集という点についてみてみると.全体では (2世Jや r3世｣の占

める割合が高い 1990年に帥催された第 1回の r世界のウチナーンチュ大会Jでは rl世｣

および r2tth のai加者が多く.またブラジルやペルーからの串加如 ;多かったLOJことを

々えると.大会のn:_格が変化しつつあることを維謎できる.

とはいうものの.地域別にみるとブラジルのサン′iウロ州を居住地とする回答者では r1

軌 と r2世｣の占める割合が本大会でも祢かった その ･.bL.ハワイ州とカリフォルニ

ア州については3世の占める割合が弗かった (図2) 掛 こハワイ州からのSJxI者の5割強

は3世で占められてお り.また日本詩の能JH'相対的に杯いとは言えないIl 沖縄県で生

まれてブラジルに移民 した比較的高齢の rl世Jがサンパウロ州から本大会に多故参加 して

いる一方で,ハワイ州やカリフォルニア州からは r沖縄系Jの2PT. 3仲が多敬参加 して

いることが親える 地域間で大会-参加者する人びとの世代特性が共なっていることがわ

かる

/Lお,性別をみてみると.ハワイ州 (87138)とカリフオ/レニア州 (2LI41)では女性の

比率が削 ､のに対して.サンパウロ州 (3024)では93性の比率が潜干高い これは国別に

みた軸合でも同じ傾向を示す 平均年齢をみてみるとハワイ州は609歳.カリフォルニア

州は561歳であり.サンパウロ州の623歳よりも若い これは中央Ad:でみてt,同じ傾向を

示す

撤R別にみると*F'[順 ･技術職の割合がハワイ州 (3)7%).カリフォルニア州 (373%)

で高く.サンパウロ (246%)でIG:い これに対 して.El常兼の割合はハワイ (57%),カ

リフ,rル=ア州 (90%)と低い一方で.サン′,'クロ州 (298%)では苅かった

このように.ここで確謬した居住州 ･県別でみた参加 5'の特徴は.合衆LAとブラジル各々

の特徴を示すt,のでもある では,回肴e-の r移動の経机 という点からみた噛合,どの

ような特徴を兄いだせるだろうか

10)世井のウチナーンチ･>大会実行弄A全 r世界のウチナーンチュ人全く稚暫暮>Jlによる

ll)野^ (2008)t'指事している上うに,ハワイMからの事4)GのE)+舟k力は柑Jl的にP,くない アン

ケートZMEの投何6の日本Ztの能力を周う叔軌こついて･rl 全くできない もしくuあいさつ掩aEJ
あるいは r2 日7[の会捗を聞き取れるが･Z5すことがLでき/Lt､Jのい1九かをi}択した人の割合は.

ハワイ州とカリフ*ルニア州でいすttL的70Itを占のろのに対して.サ/バクE,州ではrl25%lこととま
ら /Lお･居住地とF]JF持た力とd)クロスJE叶についてq'片定はアri･zt(8 N†351)巧3565.pく05
である.
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図2 居住州別にみた ｢沖縄系｣の世代認識
1､州 祝IH lHYILIJIJll-ノf-1.;: l'ノ ナー ト}lJ'E

3)r沖■兼｣の人びとの移hの妊良

木アンケー トalj51では,州 ･県といった空間スケールでみたgt合.アンケー トにrL･]筈 し

た大会番JJnkの出生地として63地域.店任地として67地域を把捉できた 榊 純系JとIl

己認証する人びとの敏合,出生地として 32地域,居住地として 57地域を把捉できた 両

者を比較した壌合.岡谷甘全体では出生地と居住地とで地域敏の差が小さい一方で. 沖純

系jでは呪作の1-gHE地の教がtu生地を大きく上回っている このことから,r沖縄刺の人

びとが出生地から#れ 多様な地域に広がって居住している様 (-が従える

ただし山生地と居住地を耗ぷ移動の迷路について,ハワイ札 カリフォルニア札 サン

バ ウL一州それぞれを詳 しく見てみると.地域によってその特徴は災なる ハワイ州 (23人.

101%)およびサン′くウロ州 (16̂ .281%)では州生地と昏任地とが熊なる回答6-の比 P

が低い一方で.カリフ1Jレニア州 (53人 791%)では出生地と居住地とが災なる同rT斤

の比率が商い 指勤経路という血で合衆Lg内でもハワイ州とカ リフ 1ルニア州では粍なる

特徴を,71 さらに注冒涜くみてみると,カリフ ケルニア州を現n=Q)居住地とする人びと

のなかで.ハワイ州を出生地とする人びとが多いことに気づく.曳lfカリフォルニアにlt

任する67人のうち.カリフォルニア州を出′L他とするDZl答&･(14人)を,ハワイ州をHtJL

他とするlr･]芥者 (31人)が大きく上回っている 柑 こハワイ州を出生地として.現在カリ



フナJレニ'/州に刷 上する回答者の世代についてみてみると.2位が 12人,3世:が 20^.

4叶が2人となっている

この上うに州 ･爪といった空間スケールから地域別にみたql合.FT;例的にハワイ州をHl

甘地とし現在ハワイに居住する回答者が多く.本大会の中心的な存在であったと推測でき

ら .Eた ･>の･P捗を担うのか r沖縄系2世J.r3軌 とEl己諾JLする人びとであった

とはいえ.ハワイで生まれた r沖純系｣の2世.3世の人びとがカリフォルニア州-と捗

れしている例もあるように,捗動という点でカリフォルニア州は出生地が典なる人びとが

多くさ加 していた.他妓間で移動経路を比較した41合.拝h の迷幹に叢があることがわか

ら

出生州･県 居住州 ･県

図3 iJh蝿系の r託4回世界のウチナーンチュ大会｣参加者の出生州 県と居住州 ･県との関係



V.r沖A系｣の人び との垂rVl的な移hの類型 と沖■社会

これまで袖止してきたように州 .県レベルの空刑スケールからElM 他 と州 l畑 T･d)rW坪

を捉えてみると.'沖縄系 の人びとの空間的IL移動q)托掛 ーついて.a:の 1 のヽ杓りり･lJJ.

定できる 第 は定住型 seulen)ent_であI),出斗地と屈性地とが ･致する人i~k,rlエtる

耶二は国内移動型 lntra-borderであり.同とい1卒IZrI的なレベルでJill他とII:LL他とがFlll

じでも.州 ･県というレベルでそれぞれが艶なる人にあては たる Eた.Lu′l他とl川 他

とで周が兇ILる人にZg当する越境型 tranS･borderの印触ら想定で ゝる f-k'L.ーの!JJや】

には 沖縄系)の人びとのルーツとなる 沖為県,を出生地とする鳩tiと.それ以外の地

域を出生地とするLa合とをEyl経に区分しておく必要があろう というのも.FJ'lHの川でル

ーツの他として意Aされる沖縄社会との関蜂のl長さや官が粍なっている~Li･がqJ▲古さしろ

からである ここではrWThを笥三の類型として‡刀蟻坂句 ullhal-trAnB･border.TJi石を耶M

の炉型として再越境型 re-tran6-borderと名付ける (L4J)

t>ちろん本アンケー ト評壷では.出生地と現tEのtq任地rr)7LLか把娘で､ゝて)3L'>T.

その間の移動経路を把握することができ/Lい.さらに現在のtE任地が 次的な7tの地で.8

るのかどうか.またその屈性Rのkt:･任期rulなどtJ捉えることができてい1J･い とはいえ.

こうした移動の類型を過して沖縄島を含めた世件各地の沖縄社会A･捉えるこり1.沖縄島

の沖縄社会と世押各地の沖縄u:会との関係.さら.こ世界各地の沖粍托会nlrLtの絹tiLのh-)

方を考えていく上で無意味ではないだろう

11体的に.こうした 4つのXiJgをアンケー ト胡丑のデ-タに港 づいて71てみると 耶 )

節句の定旺型が放t,多くT沖縄系Jの回答者の 5112%を占める 次いで.沖鶏軌を州1地

とする切越境型 (1830も).国内移勤型 (日00･,(場 味型 (3.9%)と挽 く12rlR6)

rV車で押しく検討 したように.本大会で浪人の奉加打破を締ったハワイ州-t耶 Ⅰ鞠やJV)

定住型に当てはまる回答E･が多かった こLtに対してが 17ナルニ-/州に稚ltl引卜Iる 沖

縄系Jの人びとは羽2炉型の国内拝動乱 -あてはまるt.のの†fhIが特赦的であ った.P･J地

域とも-沖縄系｣の2tLrおよび3t汁が中心とな )てji､入会に参加しているi-i.かかLJr,r.

也+_他とEi:-陸地という2地点IHlの移動から見た糾合.【‖楢 ポの空Fnl的/E持勤の経世がp･J地

味で取なっていることがわかる

表6 移 動 転 型 からみ た ｢沖 yt系 ｣の 大 会事 加 寺

*l類型 事2規塁 T3粗壁 T4類型
定住型 EZ)内捗tb型 初 捷 tA 塁 7I捜玖A! 不明 含tl

座 敷 320 65 107 21 71 590

比平 51_21 11肌 18n ln 125＼ 1000t

ユここでの3+■叢とtlTンケ-ト■■Iの位Aa21;ついて ■他 11しくriJ冊ヱt-JL.U_th

12)なお.lq:嘩吹租には鹿児島KL4･山'j地として北kJi_･t･:作他人1うr坤Q fJQ)人がIY.含I八てい1-



図4 出生地を基準とした空間的な移動の四つの類型
I r小r･JJIJJlruJ､uHth;lほl.J'LLl)てIlr-il.r'=1

こうした移軌勝純の抑速の他に.両地域には沖縄淋入会やそれを支える r沖縄祉会｣に

1日~る他JEにt,追いがみられた 実際に.沖縄収入金-の所凧状況をr詑Jうた本アンケ- ト

DI女の紋日り513Iについて.ハワイ州では r沖純系｣の参JJrlLの約8'Glが県人会に所旅して

いるU)に対 して,カリフォルニア州では約6割となっている14 (図5) しかも.カ リフオ

ルニー/111において県人会に所属 している人の半枚はハワイ州を出生地とする人びとであっ

た

たた.恥入会tX勤の次1削t-の純水についてfLLlうた甜LFJ17'叫こ関 して,ハワイ州では rう

壬くいっていToJおよび Tどちらかとい うと. うまくいっている｣とする回答があわせて

)31■虎■の股間 5tlrあILたの所見している県人会の名称を■いてくださし Jというものであり.苫
fFeliり rLl) に所見している Jと r(2)収入金には所KしていILL､Jとの2つある

日)庶(2地と県人会と4:痛 ■状戊との検定括町は,ztr-I.N=351=2Ⅰ986,p<05

15)■A-*のaPIL了では･r持氏 世のおお化が十十ん'Cいますが.あJLたが住んでいるEiH 唯恥 の沖
■JL入会の広軌 :S;いて,次世代-の花j*はとうなっていると思いますか｡且と25)んで̀ ノ々 つけてく
･Aきい JというtJQ)であり.i*択披け l(l･うまくいっている1.r(2･どらちかというと.うまくい
･rいろ .rI3)t･HJうまくい.,てい/)いJ.r(J)うtくいってい小 ､｣.r5日 'からIi:いJの5
一であろ EmJのrf:明.TL･lit固有のt,の



7割を越えるのに対して.カ リフォルニア州は5IPlfT雄にとどよっていた 桝 ー設問 17め

選択肢について.rわからない｣とするEFll掛 王′､ワイ州では 53%しかIJ:いのL'ilL.カI)7

ォルニア州では313%ときわめて大きな比率を占めている10(蜘6).この tうIJkURかE,

ハワイ州に居はする回答昔にとって.仙人会の拓軌 まJ'1近なtJのでeIりその内でil=つい て

刷新するに足る多くの悼恥 こ揺する捷会が生首であることが))かる 1 日こ対 して.カリ

フォルニア州に居住するrE･]rT者の将合.こうした触会に乏しく■入会の杭肋lーL4皇'L人LF

とが-ワイと比較 して相対的に多いことがIplえる とはいえカリフ トル //州の I )Lf

状況は.搬入全組織 とは柾kをおく一方で r叩~升のウf十 一ノチュ入会Jに偶心t･Jytトる

人びとの比率のP;さを示す t,のとも解釈できるか(,LLL/Lい カ.) tJL Ir州の r,IPA

系｣の人びとの大会-の参加が.県人会とい う組汲々dLIL;たhl)だlIでIlなくな )てしろ

様子をみてとれる

このように,-ワイ州では県人会の活動;Ik心力があrI 与れ ■の閑併のt.とト会rlの

大会-の串加がはかられているのに対して.カリ ′オル ア州のさ仙HIL琳入会･hd,ryけ)

りが相対的に稚いなかでも大全-の参加がはかI,れていもことか ト唯.!Ltう つtり.-

ワイ州のql合, 沖純系 の人びとの入会-の声加は沖縄敗入会の杭P)V_/iかに稚hLJttJl

ているのに対 して.カ リフオ/レニア州の戦介そ うした押め込入かr)k脱 LfTかf･t)でrlL)

れているように比える

本アンケー ト31査に鹿づくlJ･らば.生まJl.故郷とい う6.で多様な′くyクy ′ を(汁

るカリフ^ル二ア川の r沖縄系｣の人びととハワイ州の人びととでは T71畑h‡I,_/LJJt･MI&

的に束ねていく淋入会という紐級に対する角々人の態度.二相連があることを柑絹で tと-)

lT･このような地域ry)での軌 資の遠いは.長い移民の腔rbのなかで沖縄S<Ln人びとが.J

のル~ツとなる沖縄鵜から次唱に離れ rut代.を爪わていくとい ･)川;l】的な文机で'暮L'る

ものILのであろうか それ とb,沖純社会がさら;こ埋8,込まれた鳥Q で戊rN地 _L･い うハワ

イの地域特性や,ロサンゼルスやサンフランンスコといった人仰山があり梓病的な･fl心M

を打するカリフォルニア州の t,つ他EFR的な約mにJ:って一lじるt,の/亡のであ7)･)か.′レIj:

くとt',r沖縄系｣の人びとの越境的なネ ットワークをY,えていくJ(■.こうした地J&rm'JP

生じている時間的 ･空間的な文折の柏速をie乱しておくL'.食があるだろう

16)E･任地と県人会との所見状況との検定桔取は Z三日0.hl;3汚い亡51%3 p･=

17)ハワイ州の沖托県人会組搬 r:.細 るrハワイ沖.加治 会 の公h糾ユ175人と＼t川 でl･ろU,1-1llし
て.力IJフナ′レニア州lこkl5.を吐く沖JLyt入会 (叶DラL･ト.糾44L人缶 牝t.4AqL人魚.こカIJ'
サルエア沖*れ入会)の会Fl世帯頼u33tそ700枚井で.1世才◆'AI.-】3人tしてr12)OO^作JI-t､
る 大会事粍旬の宮村にt,とづ〈/Ll,lL耐tlのれ入会.A.･･-.のAL会さ加古.ill,ハrll州か E‖O‖..
カ1Jフナ/L･=ア州から20.1弘でLb り.恥入全a掛･qiTJ事切1日ま47Tnlが約11;i.ltnht'A)7ヽ りL/u
ILぬ.この放字は外人会を通じて大会≠秩剛 ･そりけLTf･さq]GtTlで *･'PfM川 もidL で乍LfHLl.T
合*LJ)からの参加店故 (429も)は含‡九てい/Lい A入会をzd､r;二さqHt特とt 人人Ltz･i. rtiI

ittt全JのなかでYのようにL../正づけていくLT)かが,㌔e&斉のさ綾の77唖Ttb̂ ろI
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図5 居住州別にみた ｢沖縄系｣の人びとの県人会への所属状況
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図6 ｢沖縄系｣の人びとの県人会活動の次世代への継承に対する認識
11Il てLHIPlryi･}'-Jrl-ンr I､- 'Jノー/ ト可ll.



Ⅵ.おわ りに

本filでは.出生地とは任地との関保から兄いだせる空rlrl的/L拝肋の杜約'こ7川 し/LLかJ)

rq!4回Ltト椎のウチナーンチュ大会 に奉加した r.中縄弟 の人びLL･の地場的■こ7･l虎と⊥

もに,r沖縄社会jに対する態度の地域的な柏過.こついてt､樺山して If･

空けFl的な移軌の特徴をJつの節制 こ軒推してみると.-ワイ州の とう■~′fL川 JにIl偲 )

けちれる移地形腹を示した地域がある 方で.ウリフ (.I,=γ州はLl】lLl作仙型のtl叔む 示

した さらに弊咋汚いことに.カリ7十ルニア州lこけ'.i:仔7fJlこ特赦 5けt',LLるハワイ州JJ.

ら移動した粍牧を有する人びとが多く.地域I'よってその特命il粍な }ていf- 1た.刊

JlE'】Ltr外のウチナーンチュ大会Jは.ハワイ州を州生地 ･ てfqh:I,/､r7イ州.こ州 l十る

人びとが多故事加するところに大きな約位q)jplる入会でJ､つた(.の0:..<Pi4i･山1叱1I

てly:外各地に屈はする人びと.ハワイ州をHJi-地としてハワイ州以外の介俄llJi'州 暮する

人びと.さらに.こく小故の回答しかf斗られなかっヤt,のql.TyLをEtt乃他とLIjからLlい噂

を培えて抄軌したアメリカ合衆国や日4.に属目する人Ifと0/lF(lJJ兄いだ1~>JJ▲Ct_tP･

つより 沖純 系｣の人びとの移動の経路かr,本大会を捉えた粕 汁.沖縄砧の沖榔 hさとtu

外各地の沖縄社会との悦採だけでなく.沖縄島以外の r沖JL杜会 を11相 .二iJ,LFJ).†ろ 1叩

縄孔 の人びとの空間的な移動のlJl在t,兄いだすこF･ができll

もしか1ると.こうした移動の杯験の川越Ft.咲lfh'目す7J地域J/拠J.･としてTJ.如L(

いる沖縄淋入会.もしくは r沖縄社会 に対する l習い入れ や租III･;III-る T軌元L二村

する惑乱 のあり方に対して少なからぬ8}yをおよはしているのかt,しれ小 ､ 心人/.こ

のSJJnEをみるかぎり-ワイ311では 沖縄剣 の人びとと沖糾U,t入会とのr捌引まG;ほでth

り. 沖縄社会Jに埋め込まれたかたちで r沖縄宗Jの人L'とがも七会にさ加しているとAF

釈できた これに対して空問的な移動の掻牧を付する人の･E1分のAか･=たtll) 't,L ･~J'

州の)盆合.現地の r沖縄放念｣とは稚述なかたちで本人会に谷加LL･いる人い ､た -')

した解釈にはさらなる検討が屯,#ではS,るiのの.そ1.ぞ九の r沖4il去｣がLlかLLた地

域の地理的な特徴の柵連は見逃すことはできないだ7,う

例えば,カリフォルニア州はロサンゼルスやサンフラン/スコという相浦的/.LL-い･L･Mji･
t'ち牡絡ll]から人びとをt:,きつける大 柿市同 (メトロ:rJ.)1)がhる Ji7'･ 岨た他で

もあるハワイ州は合衆同のなかでは地稚仙1,人滞rl-か｢,iitM他.こい I.推抑r')[こ I,A-JLTZ

的な地域としての特赦を持つ

t'し '沖縄系｣の人びとの持Lbの経敷革レEu在のl･7Lr唯CJ)r叶aHiL_ ･Q:Il古の書､

りhJの柏連に r沖縄杜 仝j の地理的IL位駅が陀l係する七=,げ ,,♪るかえ 川 ITQ息L.),lI･鵜

社会は他U)地域の rrl,純社 会｣とのFX日系のt,とに.どU,とうi-佃野一日 ;.).るQで-.ろう

か また.JEI上を指向する人びとと比較しJ=叫分 IL7lt他J)作一勺のトモ幹を(H tJr仲袖iT･



0.∫.ぴとr工.FIJr-_TJfl己igAをどの上L/i.一汁会的プE7t'スのなかで集持していくのであろ

Iか r.tI.鵡｣とい l蜜rmかI捉11を山 T.卿 t社会における人口持軌をY)える/LIE,ば.

位n').･人びとは勲巾搬会や乱文織会を水め4:まれ1-地域から.そうした放念を経絡できる

地場 ･と移動 していく れに.人掛目から退く推れ称等叔17牧r洞が少なく.給Fj-水巾の席

I.2/J:轍 t.JylJ･いI.-JiZiJ的な地域であれば.それは薙 たる帆 ･-11にあるとされる そして人の指

Oは.Lq内に >〟.とるhのではなくr月蝿を越えてダイT-ミックrこ城閑し〔いる

-うした人の空間的な作曲の 脈的/E.厚相にひきつけてP,えるならば.アJJか合剤 弓

Eg内 で1･伶動も含dJTTr沖縄宗.の人rfTの空間的lJ移#HL 中心世をJl-する大正'IiとAg

D性をfiする地域 LJT,関Li.すなわち中･ー- 周辺的な地域fJ超という現代的な丈肝の +u t

J'旺 iる-与か卓.し^/T,.. よ た.･b-トからの日本や合東rEI-の国噂を越えた r沖縄宗

の人び .の作動1,閉-!る識曲は. 沖aL という空mに例k'されるのでは/L'くグu-'く′.,節

Ill.地域トい 一研究EtL也 (SaSSen2001.Scott200J)を音ALILがら矧 珂 ⊂いく:<きt,

のなのかもしれない

肘yn-広がる 71t･純系 の人びとによる越境的な関係柵 積.つまり rウチナーンチュ

の【小色を也えナーTノ･ワークの展開をy5えていく上で,性汁各地の沖縄杜会がたどってt

1-時Tl的文脈たけ PILく.沖縄社全が位dL-1く現代的Ij地域の持つ文脈, )より 地環

を十分i'含み込んだ諸Jiが欠かせないだろう.それは国境という枠内でW,成されてきた地

城IAiBT･'けでなく.rll姥という枠組みを超えて形践きれる地域rnのグローバルなi上会桂演

的1Lr'')仔.さらに r沖縄系 の人びとがLMり出す地域的な結びつき.といった三つの～/I

･度即 I分けながら人の移軌 こ関する逮Ziの狙上に推せ.それら相互の結びつきのあり方

&･.令.らf-め一作 ろ lとでしあろう それは結果的に.税代l:おける国境を越えた'/ローパ

ルで虫桝的な人の作動の文化 ･ll:全 維新的な1!像とそれが枠つダイナ ミズムの 端を細

さM l こと/LのかbLれない

付だ

▲ T ケ ト)jEは平成 19tH(f1字接究書け助命 (∬生耕究 伯り 沖3tit会の笹稚q)>ノトワーク化と

dJrこLムlこ朋する才知 岬究ft衣甘 金城智幸 ZU さす17401006,の一一4としてtTJたt.のであ

TJJ
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